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㈲
部
落
差
邪
の
実
態

「
同
和
地
区
だ
っ
た
ら
好
き
に
な
れ
な
ど
、
「
部
落
（
同
和
地
区
）
の
人
と
は
結
婚
さ
せ
た
く
な
と
、
「
や

っ
ぱ
り
部
落
の
人
は
…
…
…
」
な
ど
と
い
う
部
落
差
別
の
具
体
例
は
、
今
な
お
県
内
の
あ
ち
こ
ち
て
あ
と
を
断
ち

ま
せ
ん
。
人
間
と
し
て
ど
ん
な
に
立
派
で
も
、
そ
の
人
が
同
和
地
区
の
出
身
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
人
と
し
て

の
価
値
を
勝
手
に
低
く
決
め
つ
け
て
、
そ
の
人
が
生
き
て
い
く
こ
と
を
一
方
的
に
じ
ゃ
ま
し
た
り
否
定
し
よ
う
と

す
る
よ
う
な
言
動
に
、
あ
な
た
は
日
頃
の
生
活
の
中
で
気
付
き
ま
せ
ん
か
。

こ
う
し
た
差
別
の
例
は
、
同
和
地
区
の
生
活
環
境
や
経
済
的
な
面
な
ど
が
長
年
の
部
落
差
別
の
結
果
劣
悪
で
あ

る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
実
態
的
差
別
と
非
常
に
深
い
関
係
が
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
好
き
に
な
れ
な
い
か
、
な
ぜ
結
婚

さ
せ
た
く
な
い
か
と
い
う
理
由
を
深
く
考
え
て
み
る
と
、
心
理
的
な
面
（
気
持
ち
）
の
背
景
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
生

解
し
ま
し
ょ
う
霊
￥

三
、
現
在
、
な
お
、
悪
質
な
差
別
事
象
が
発
生
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
事
象
の
要
因
や
背
景
を
明
ら
か
に
し
、
正

‐
し
く
と
ら
え
て
、
自
分
と
の
か
か
わ
り
を
と
お
し
て
み
ん
な
で
ど
の
よ
う
に
考
え
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
だ

四
、
差
別
事
象
に
か
か
わ
っ
て
行
わ
れ
る
糾
弾
は
、
よ
り
多
く
の
人
が
同
和
問
題
の
解
決
の
た
め
に
学
習
を
す
る

場
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
も
正
し
い
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
．

・
字

二
、
部
落
解
放
運
動
が
、
部
落
差
別
の
解
消
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
日
本
の
民
主
化
に
果
た
し
た
役
割
と
成
果
を
理

Ⅳ
、
同
和
対
策
事
業
は
な
ぜ
樋
要
な
の
で
し
ょ
う

言
被
差
別
部
落
住
民
が
自
ら
の
手
で
水
平
社
を
結
成
し
今
日
ま
で
進
め
て
き
た
部
落
解
放
運
動
の
あ
ゆ
み
か

ら
部
分
的
な
現
象
面
だ
け
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
運
動
の
ね
ら
い
を
正
し
く
理
解
す
る
よ
う
に
努
め
ま
し

ら
よ
い
か
話
し
へ
口
い
ま
‐
し
よ
う
。

よ

つ
ノ

0

一
、
同
和
対
策
事
業
は
な
ぜ
必
要
か
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習
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同和地区・地区外の居住地の状況
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活
上
の
差
別
の
ひ
ず
み
（
実
態
）
が
浮
び
上
る
こ
と
力
多
い
も
の
で
す
。

争
浬
．

そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
実
態
的
な
差
別
の
現
象
の
一
部
を
も
と
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

ア
、
集
落
の
状
況

ウ
雲
就
業
の
状
況

次
の
表
は
、
稼
働
力
人
員
二
五
オ
ー
六
四
オ
）
に
対
す
る
就
業
構
造
等
を
示
す
も
の
で
す
．

生活保護率の状況就業構造

(単位は％〆.1000に対する比率〉（県下の同和地区）

昭和54．｜’．｜現在

イ
●
●
￥
・
牛
一

活
保
護
率

こ
の
表
は
、
生
活
保
護
法
に
よ
り
保
護
を
受
け
て
い
る
本
県
の
世
帯
数
の
状
況
で
す
。

総
理
府
が
実
施
ｌ
」
た
昭
和
五
十
年
の
全
国
同
和
地
区
調
査
に
よ
る
と
、
全
国
の
同
和

０

地
区
の
人
口
千
人
に
対
す
る
被
保
護
率
は
七
六
・
○
％
と
な
っ
て
お
り
、
同
和
地
区
に

お
い
て
は
関
係
府
県
平
均
の
六
倍
強
と
な
っ
て
い
ま
す
。

県
内
の
場
合
も
、
世
帯
数
の
上
か
ら
の
生
活
保
護
率
が
全
県
の
三
・
五
倍
で
あ
る
こ

と
は
、
同
和
地
区
が
経
済
的
に
生
活
困
窮
の
状
態
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

同
和
対
策
審
議
会
答
申
（
以
下
一
答
申
」
と
い
う
。
）

の
中
で
、
同
和
地
区
は
河
川
敷
、
急
傾
斜
地
な
ど
の
劣

悪
な
地
勢
的
条
件
に
あ
り
、
一
般
の
土
地
利
用
に
は
不

適
な
土
地
に
位
置
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、

県
内
の
同
和
地
区
も
立
地
条
件
に
恵
ま
れ
て
い
な
い
場

所
に
多
く
位
置
し
て
お
り
、
大
雨
の
時
な
ど
被
害
を
多

く
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
地
図
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
同
和
地

区
は
地
区
外
と
比
べ
て
家
屋
が
密
集
し
て
い
て
、
日
常

の
生
活
の
ほ
か
に
、
火
災
・
地
震
な
ど
の
災
害
の
場
合

に
は
余
計
に
不
利
な
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

I

調査時鄭

昭承
54.11.]

50.6.]

県全体(ア

12.:

％‘

14.

同和地区(イ〉

42.7
％〔

52.夏

比較賭，

3.E

ｲ立
1口

3.7

割
合
％ｉ

100

(14.1

(37.2）

(17,i:

68.と

8.7

22.･；

一
く
言
、
７

ｒ
ｌ
』
Ｊ
ｊ
厚

起
個
捲
牌
ナ
々
，
ハ
ロ
兵

（
妬
Ｉ
“
オ
）

臨
時
一
雇
用

’沓
I可

用

ｉ
７
＃
…

易
Ｌ
グ
刷
側

圭
彩
当
オ
寺
元



'23

一
旧
旧
侭
描
姻
掘
旧
旧
測
Ｍ
冊
Ⅲ
Ⅲ
佃
棚
細
澗
肌
側
剛
釧
抵
刈
盆
珊
Ⅷ
刈
川
１

同
和
教
育
資
料
社
会
教
育
編
４

昭
和
五
十
六
年
二
一
月
六
日
編
集

昭
和
五
十
六
年
三
月
三
十
一
日
発
行

零
捧
読
鳥
取
県
教
育
委
員
会

鳥
取
市
東
町
一
丁
目
一
工
二
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
一
エ
ハ
）
七
五
二
五
番

印
刷
所
株
式
会
社
矢
谷
印
刷
所

鳥
取
市
幸
町
九
六
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
一
三
）
七
五
五
一
番


